
 

今年も残すところあと一か月となりました。 

春も秋もなかったような一年でしたが、 

来年はどんな年になるのでしょうか？ 

  11月 1日～2日に大湫町文化祭が開催されました。 
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第 35回大湫町文化祭 

がおこなわれました 
 

 
  

活動報告 

 

●展示作品も絵画から彫刻、工芸などなどもりだくさんでした。 

  町内在住芸術家作品･･･12点 

  竜吟こども園児作品･･･16点（絵画） 

  釜戸小学校児童作品･･･34点（絵画 13、粘土作品 14､習字 7） 

  瑞浪北中学校生徒作品･･･28点（絵画 15､書写 13） 

  公民館講座作品･･･11点（苔玉・寄せ植え） 

  町民個人作品･･･布作品、稲わら作品、写真、石アート、木工細工、 

竹細工等 

  その他･･･子供会（提灯 13点）、集まろう会 

  ボードゲーム：マンカラ 

 

●たくさんの方にご来場いただきました。ありがとうございました。 

文化祭来場者： 153名  2階会議室にて行われた「懐かしのレコード喫

茶」も 108名とたくさんの方にご来場いただきました。  

 

１） 日時 令和 7年 11月 1日（土）9:00～17:00 

11月 2日（日) 9:00～15:00 

２）場所 大湫町コミュニティーセンター：企画展 

     ・丸森：竹細工・大湫町の町並み、和宮ミニ行列 

     ・西森：姫街道四百年祭姫行列衣装展示 
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●また来年もよりよい文化祭になるといいですね。 

アンケート回答数：57通（男性 23、女性 29、不明 5） 

年代：20歳以下 4､20歳代 1､30歳代 6､40歳代 6､50歳代 6､60歳代 5､70歳以上 29 

・印象に残った展示品：木工細工9､子供作品9､写真4､マンカラ3、中次3､寄せ植え2､その他14 

・展示方法・配置：満足・非常に満足 43、普通 14 

・施設・スタッフの対応：満足・非常に満足 47､普通 9 

・今後文化祭での要望：町民作品の出展数の増加、作品の販売、フリマの開催、マルシ

ェ、バザー、期間の短縮、簡単なゲームコーナー、検診コーナー

（骨密度、血管年齢等）、ワークショップの開催等 

・今後実施希望の講座：若手主婦向け料理講座、写真講座 

 

写真左上：ボードゲームマンカラをみんなで楽しむ  右上：講堂内展示風景 左下：子供園児の
絵など子供たちの絵も飾ってありました  右下：熱心に作品を眺める来場者たち 
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●あわせて色々な催しがありました。 

2階会議室にて「懐かしのレコード喫茶」営業もたくさんの人でにぎわい

ました。今回は社会福祉協議会会長で元中央公民館長の小栗 茂様よりレ

コードの寄贈があり、いろいろなジャンルの音楽を楽しめました。（洋・邦

併せていろいろなジャンルのＬＰ盤約４０枚）ありがとうございました。 

 

●大湫町キャラクターも展示されました。作者には賞状と記念品を授与しました。 

                                              

 

 

 

 

 

  

                                                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真左：懐かしい音色の耳を傾け、ゆ

っくりとした時間を過ごします。 

すぎにゃん 
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●その他にもたくさんの展示があり来場者を楽しませてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

今年の文化祭は、地域の多彩な才能が心地よく響き合う、充実した二日

間となりました。幼児から学生、そして長年創作を続けてきた町内の皆さ

んまで、幅広い世代の作品が一緒に並ぶ光景は、公民館ならではの温かさ

を感じさせます。絵画や工芸に加え、粘土や書写、町の歴史をテーマにし

た企画展示など、表現の幅広さが来場者の興味を引き、作品を前に自然と

会話が生まれていたのも印象的でした。 

 また、2階で行われた「懐かしのレコード喫茶」では、寄贈いただいた LP

盤が新たな彩りを添え、世代を超えて音楽を楽しむ姿が見られました。静

かに耳を傾ける人、思い出話に花を咲かせる人など、ゆったりとした時間

が流れ、文化祭全体の雰囲気を一層豊かにしていました。 

 地域の力とつながりを再確認できる、心温まる催しとなりました。来場

いただいた皆さま、ありがとうございました。 

 

丸森：竹細工・大湫町の町並み、和宮ミニ行列 西森：姫街道四百年祭姫行列衣装展示 

青少年啓発活動の様子 苔玉づくりの様子 



- 5 - 

 

おおくてハロウィントリックオアトリート 

 

10 月 19 日、大湫エリアで恒例の「おおくてハロウィン トリックオアトリート」が開催さ

れました。今年は過去最多となる 16 人の子どもたちが参加し、思い思いの仮装で地域を楽

しく練り歩きました。訪問先のご家庭からは温かい声かけとたくさんのお菓子をいただ

き、子どもたちの笑顔があふれる一日となりました。準備にご協力いただいた皆さま、訪

問を受け入れてくださったご家庭に心より感謝申し上げます。地域のつながりを感じる、

素晴らしい催しとなりました。 

●参加者の感想 
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「囲炉裏端」を楽しんで 

“転入世帯交流会 「囲炉裏端」 郷土料理を一緒に作ってたべよまい会“と題して、転入し

てくださった方々と町民との交流の場を設けました。 

 

今は「いろり」は姿を消しましたが、昔はどこの家にも家族団らんの場として囲炉裏があ

りました。それじゃあ“たきもの”はどうしてたんだろうと思いますね。お母さんたちの冬

の仕事だったのです。母から聞いた話「近所のお母さんたちでたきものを取りに山へ行っ

たよ」「新しい嫁さんが仲間に入ってくれた時は 『山仕事は色々気にしたらあかん。私た

ちも嫌なことは、ここでみんなに聞いてもらって、ぱぁっと忘れていたよ。』『今日は 山の

てっぺん 行ったら大きな声で みんなで歌を歌おうか。』『今日は早めに終えて おしるこを

食べよう。』『ほんなら私 一足早く帰ってくどに火をつけとくわ。』と言って結構楽しかっ

たよ。」と、話してくれたことがありました。 

あの頃の大湫は、地産地消の生活だったため、たきものが必要だったのです。そのおかげ

で近所の人同士のチームワークがしっかり作られていたようでした。 

今の地方はクマが出ますが、『ここは人間の領域やな、俺たちの出る場じゃないな。』とク

マの声が聞こえてきそうです。 

転入対策委員 棚橋和代 
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大杉音元『大杉を見ながら抹茶会』 

11 月 16 日に開催された「大杉音元」の抹茶会は、秋晴れに恵まれ、穏やかな雰囲気の

中で多くの方にご参加いただきました。大湫の小学生がデザインした当日限定の和菓子も

好評で、大杉を眺めながら味わう一服は、訪れた皆さんの笑顔をよりいっそう引き出して

いました。神明神社の静かな空気と爽やかな青空が相まって、ゆったりとした時間が流

れ、地域に根づく催しとして温かく成功をおさめました。 

初めてのおてつだいさいしょは大変だったけどだん

だんなれてきて楽しかったです。和菓子のデザイン

もかわいくておいしかったです！！お客さんみんな

笑顔でうれしかったです。 

加藤和花 

お着物を着てたから歩きづらかったけ

ど、友達も来てくれてうれしかったで

す。お抹茶も和菓子もおいしかったで

す。 

くまがいそらえ 
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≪釜小 6 年生の皆さん≫ ≪釜小３年生の皆さん≫ 

≪丸森前の干し柿≫ 

 

 

 

□丸森の企画 
◎餅花展示 12 月 8 日(月)頃~ 

◎10 月 23 日(木)釜戸小学校 6 年生 20 名

の生徒さんが大湫宿に来て下さいまし

た。 丸森にも寄られて竹細工・和宮様

の行列をのぞき込んで見学されていま

した。 

◎11 月 1 日(土)甲州屋の三浦さんから今

年も富士山柿を頂きました。今のところ

順調です (昨年は天候不順で全てダメ

になりました)。 今年は美味しく出来る

事を祈りながら来館者の方に差し上げ

る日を楽しみにしています。(12 月中頃かな?) 

◎11 月 14 日(金)釜戸小学校 3 年生 5 名の生徒さんが大湫宿に来て下さいました。秋晴れ

の空の下、大湫宿の勉強です。 

◎熊に注意 

今、中山道を歩かれる旅の方は殆どが熊鈴を付けて歩かれます。 

「熊は大丈夫ですか?」 

「居るとも、居ないとも･･･気を付けて歩いて下さいネ」 

□豆知識・雑学 
・丸森の庭にある南天の実が赤くたわわに付いています。 

・南天の木を切ると災いが起こるという言い伝えは「難を転じる」

という縁起の良い語呂合わせから、「南天を伐採すると邪気が入

る」と考えられますが、剪定は木の健康を保つ為の手入れであり、

災いを招くものではありません。  

赤い実は、心淋しくなるこの時期、元気がもらえますネ 

□お知らせ 
12 月 6 日(土)丸森職員研修の為、臨時休館になります。 

 

来場者数 
 町 外 町 内 

外国関係 合計 
大人 幼小中高 大人 幼小中高 

１０月度 23４人 ２人 3７人 ２6 人 ３１７人 ６１６人 

1１/15 日迄 ２５２人 １７人 ３７人 ３人 １２７人 ３７９人 

  R7,4 月～ 3,208 人 オープン～ 6３,２４２人 前年同月比 ９４% 

 

2025（令和 7）年 1２月 

丸森だより 
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公民館・大湫町コミュニティ推進協議会からのお知らせ 

 

 リ・アップ “ひよも”  

《12 月のひよもの活動》   

 クリスマス会 

日 時：12月 3日（水）10:00～11:00頃迄 

場 所：公民館 

 

     
オススメ！！の本 『型紙いらずの着物リメイク  

一枚の着物でセットアップ』 

松 下 順子/著  河出書房新社/出版 

お家に眠っている着物はありませんか？ 

素敵にリメイクしてみましょう。         

１０月の利用者数：１８人 貸出冊数３７冊 

 デマンド交通月利用者（大湫～日吉東部） 

32便 延 37名（稼働率 24.2％） 

 〇展覧会「タピオ・ヴィルカラ 世界の果て」 

   会期：2025年 10月 25日（土）～2026年 1月 12日（月・祝） 

会場：岐阜県現代陶芸美術館 多治見市東町 4-2-5 

料金：一般 1,000円、大学生 800円、高校生以下無料 

無料招待券があります。2名分 1枚、1名分 1枚 

ご希望の方は公民館までどうぞ。 

 

 

大湫宿お休み処 12 月の営業日 

 6日（土）、7 日（日） 

12月 8日～令和 8 年 3月まで冬季休業いたします。 

本年度のご利用ありがとうございました。 

来年もご利用のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

「クテの市」12 月から来年 4 月後半まで休業致します。 

本年度のご利用のお礼を申し上げるとともに、来年のご利用 

宜しくお願い致します。 

 青色回転灯防犯パトロール   

１２月のパトロール予定者 

上旬：石田 義人・奥村 敏郎 

下旬：北澤 健次・渡邉 貴憲 

皆さん、たくさん

利用して下さい。 
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北
中
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
参

加
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
北
中
２
年
生
の
ト
ー
ト
バ
ッ

ク
作
成
に
参
加
。
こ
の
日
は
、
ア
イ
ロ
ン

を
使
っ
て
折
り
目
を
付
け
る
作
業
で
す
。 

始
め
は
ど
う
入
っ
て
い
こ
う
か
な
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
は
ら
は
ら
し
な
が
ら

見
守
っ
て
い
た
り
、
そ
の
う
ち
ち
ょ
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ア
ド
バ
イ
ス
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で
き
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に
喜
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だ
り
と
、
い
つ
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あ
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し
て
い
ま
し
た
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今
回
も
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達
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気
を
貰
っ
て
き
ま

し
た
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も
し
、
コ
ミ
ス
ク
の
声
掛
け
が
あ
っ
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に
は
ぜ
ひ
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加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 
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保
理
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第
７
２
回
瑞
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市
美
術
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・
少
年
の
部
が
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
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一
一
月
七
日
～
一
一
月
九
日 

 

大
湫
町
の
入
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者
（
釜
戸
小
学
校
） 
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面
の
部 
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年 

廣
田 
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「
す
る
ど
い
の
こ
ぎ
り
だ
！
」
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三
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三
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愛
奈 

「
目
が
ま
わ
る
花
」 

四
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足
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み
な
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「
う
れ
し
か
っ
た
よ
あ
り
が
と
う
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奥
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「
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が
と
う
」
銀
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五
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２
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７
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補
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名
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～
１
７
時
１
５
分 

 
 

 

時
給
千
六
十
八
円 

 
 

 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

 
 

 

大
湫
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

     
６
３―

２
３
６
０ 
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冬休みの課題や、一年の抱負、好きな言葉を 

公民館で書き初めしましょう！ 

書いてもらった書写は公民館に展示します。 

学校に提出したい人は学校用と公民館用 2枚書いてね。 

公民館講座 新春 

日  時：1月７日（水） 10：00～11：30頃 

場  所：大湫公民館 講堂 

参加費：無料 

持  物：習字道具（墨汁、半紙は公民館でも用意します） 

汚れても良い服装、書写の教科書等 

 

  申込締切りは 12月１９日（金） 

  問合せ、申込は大湫公民館 

 ℡：0572-63-2360 

 

 
主催：大湫公民館 
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区
長
日
記 

 

山
々
の
紅
葉
も
早
く
も
終
わ
り
を
告
げ
、
冬
の
寒
風
が
身
に
染
み

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

11
月
1
日
（
土
）・
2
日
（
日
）
の
文
化
祭
に
は
、
町
内
の
皆
様

よ
り
多
数
の
作
品
出
品
が
あ
り
、
文
化
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
昨
年
よ
り
多
い

人
出
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
町
内
で
は
、
企
画
展
と
し
て
瑞
浪
市
中

山
道
観
光
案
内
所
「
丸
森
」
で
竹
細
工
（
大
湫
宿
の
町
並
み
、
和
宮

ミ
ニ
行
列
）。
一
方
「
西
森
」
で
は
、
平
成
14
年
に
開
催
さ
れ
た
中

山
道
四
百
年
祭
で
作
製
さ
れ
た
、
姫
行
列
衣
装
展
示
も
同
時
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
文
化
祭
初
日
の
朝
、
足
又
区
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク

付
近
で
、
ク
マ
ら
し
き
動
物
の
目
撃
情
報
が
あ
り
緊
張
が
走
り
ま
し

た
。
後
日
、
こ
の
目
撃
は
他
の
動
物
で
あ
る
と
の
話
が
あ
り
、
市
の

農
林
課
に
確
認
す
る
と
「
蹄
の
あ
る
動
物
」
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
な
ぜ
、
分
か
っ
た
時
点
で
知
ら
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
か
、

今
後
は
地
元
区
長
、
コ
ミ
に
連
絡
す
る
よ
う
に
抗
議
し
ま
し
た
。
そ

れ
で
、
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
コ
ー
ス
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
な
ど
、
大
湫
町
に
は
と
て
も
残
念
な
こ
と
で
し
た
。 

な
お
、
町
内
で
は
過
去
に
ク
マ
が
捕
獲
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
人

身
被
害
が
過
去
最
悪
と
な
っ
て
い
る
昨
今
、
餌
不
足
や
温
暖
化
に
よ

り
冬
眠
し
な
い
ク
マ
も
少
な
か
ら
ず
い
る
と
の
こ
と
で
、
今
後
も
十

分
な
対
策
が
必
要
で
す
。
早
朝
や
夕
暮
れ
時
な
ど
一
人
で
は
出
歩
か

な
い
、
生
ご
み
を
外
に
出
さ
な
い
な
ど
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

11
月
8
日
（
土
）
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
転
入
世
帯
交
流

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
棚
橋
さ
ん

の
指
導
で
見
よ
う
見
ま
ね
で
五
平
餅
を
作
っ
た
り
、
女
性
陣
は
猪
鍋

を
作
り
ま
し
た
。
水
野
市
長
も
参
加
さ
れ
一
緒
に
会
食
を
し
て
、
食

後
は
「
こ
ん
な
大
湫
に
な
っ
た
ら
い
い
な
」
を
テ
ー
マ
に
将
来
の
大

湫
町
を
語
り
合
う
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
４
０
０
年
以
上
続
く
こ

の
町
は
形
は
違
え
ど
、
こ
の
よ
う
に
転
入
さ
れ
た
方
々
と
交
流
を
深

め
て
今
日
ま
で
伝
統
・
文
化
を
育
ん
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
よ
り
多
く
の

方
々
と
交
流
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

11
月
16
日
（
日
）、
瑞
浪
市
夢
づ
く
り
地
域
交
付
金
制
度
を
利
用

し
て
、
西
区
観
音
下
に
バ
ス
待
合
所
を
設
置
し
、
周
辺
の
花
壇
を
長
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寿
会
の
方
々
と
一
緒
に
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
足
又
区
も
足
又
公

民
館
前
に
設
置
し
ま
し
た
。
コ
ミ
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
者
の
大
半

は
釜
戸
小
学
校
、
瑞
浪
北
中
学
校
へ
通
う
子
ど
も
達
で
あ
り
、
風
雪

や
大
雨
時
な
ど
に
バ
ス
を
待
っ
て
立
ち
尽
く
し
て
い
る
姿
を
見
る

と
、
何
と
か
風
雨
を
し
の
ぐ
た
め
の
待
合
所
を
設
置
で
き
な
い
も
の

か
と
思
い
計
画
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
そ
れ
以
外
の
利
用
と
し
て
、
健
康
増
進
の
た
め
に
散
歩
さ

れ
る
方
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
の
休
憩
目
的
や
立
ち

話
な
ど
で
利
用
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
こ
の
待

合
所
に
は
、
子
ど
も
達
が
自
由
に
絵
が
描
け
る
よ
う
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ー
ド
を
設
置
し
ま
し
た
。
少
し
で
も
和
め
る
場
所
で
あ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
す
で
に
昨
年
、
神
田
区
で
は
区
の
事
業
と
し
て
整
備
さ
れ
て

お
り
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ン
ザ
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
こ

れ
か
ら
本
格
的
な
流
行
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
ま
め
な
手
洗
い
や
マ

ス
ク
の
着
用
な
ど
日
常
で
の
感
染
予
防
を
行
い
、
良
い
年
の
瀬
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

纐
纈 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11
月
1
・
2
日  

大
湫
町
文
化
祭 

 
   

7
日  

瑞
浪
市
連
合
自
治
会
及
び
ま
ち
づ
く
り
推
進
協 

議
会
連
絡
会
と
の
意
見
交
換
会
・
懇
親
会 

 
   

8
日 

転
入
世
帯
交
流
会 

 
  

9
日 

瑞
浪
市
戦
没
者
追
悼
式  

12
日 

青
色
回
転
灯
パ
ト
ロ
ー
ル 

14
日 

消
防
セ
ン
タ
ー
応
急
補
修
に
つ
い
て
JR
東
海
と 

打
合
せ 

岐
阜
県
自
治
連
絡
協
議
会
研
修
大
会
（
瑞
穂
市
） 

 
 
 
 

定
例
区
長
会
・
幹
事
会 

15
日 

水
野
光
二
後
援
会
定
時
総
会 

16
日 

夢
づ
く
り
交
付
金
事
業
バ
ス
待
合
所
花
壇
整
備 

作
業 

JR
東
海
個
別
説
明
会 

 
 
 

23
日 

新
嘗
祭 

 
 
 

24
日 

JR
東
海
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

 
 
 
 
 
 
 

大
杉
音
元 

 



３１ ２７ ２６ ２４ ２３ ２１ ２０ １４ １２ １１ ６ ５ ３ ２ 日 

令
和
七
（
２
０
２
５
）
年
十
二
月
行
事
予
定 

水 土 金 水 火 日 土 日 金 木 土 金 水 火 曜 
年
越
し
そ
ば
打
ち
作
業 

丸
森
仕
事
納
め 

公
民
館
仕
事
納
め 

広
報
委
員
会 

釜
戸
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル 

門
松
づ
く
り 

太
鼓
練
習 

公
民
館
し
め
縄
づ
く
り 

子
供
会
ク
リ
ス
マ
ス
会 

北
中
学
校
合
唱
発
表
会 

音
元
「
志
多
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
合
同
演
奏
会
」 

丸
森
研
修
旅
行 

区
長
会
・
幹
事
会 

リ
・
ア
ッ
プ
ひ
よ
も
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」 

財
産
区
会
議 

予

定 

不燃ゴミ：１２/４（木）  資源ゴミ：１２／１８（木） 

 

編
集
後
記 

 

十
一
月
一
日
の
文
化
祭
初
日
に
足
又

で
熊
の
目
撃
情
報
が
あ
り
ま
し
た
。 

広
報
で
注
意
喚
起
す
る
等
、
そ
れ
な

り
の
警
戒
感
を
持
っ
た
空
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
が
、
市
役
所
の
農
林
課
で

調
査
し
た
結
果
、
蹄
の
あ
る
動
物
で

熊
で
は
な
い
と
の
見
解
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

も
、
中
山
道
を
歩
く
の
で
熊
の
情
報

を
教
え
て
欲
し
い
と
い
う
問
い
合
わ

せ
も
増
え
て
い
ま
す
。 

連
日
の
よ
う
に
全
国
で
熊
出
没
の
ニ

ュ
ー
ス
が
飛
び
交
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
い
つ
大
湫
に
出
没
し
て
も
お

か
し
く
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
そ
れ
な
り
の
準
備
と

注
意
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｕ 
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